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平面図　S=1:30

アンカーボルト詳細図  S=1:10

＜特　記＞

 打ち合わせにより決定すること

※基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ寸法は、浮力条件及び客先仕様により決定する。

 (基礎ｺﾝｸﾘｰﾄは 浮力＞地盤反力時のみ必要となる)

※埋設深さは、発注者との打合せにより決定すること。

※マンホール種類、天端レヘ゛ル、防護コンクリートは
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  を使用の事。
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・・・固定バンド取付位置

通りとし、3048巾原板の場合は1524巾2枚分

よう接合し、本図と左右勝手違いも可とする。

軸方向溶接継手は隣り合う胴板と重ならない

を3048巾1枚に置換え可とする。又、胴板の

胴板巾について、1524巾原板の場合は本図注記1.
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※継手長さは40d以上、隣合う継手の位置は25d以上とする。

鉄　筋　重　量　表
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※　鉄筋重量表は継手を考慮しない場合の重量としている。
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